
 2018年下半期号 

≪略歴≫昭和４３年１１月１日生まれ。さる年さそり座Ｏ型。丸亀在住・本籍豊浜。座右の
銘は先憂後楽。好きな作家は塩野七生と司馬遼太郎。好物は子供の好きそうな食べ
物。坂出附属中（ブラバン）・丸亀高校（テニス・器械体操）・東京工大卒・同大学院修士
修了、後に東京大学博士号取得。富士通研究所、米カリフォルニア大学バークレー校
客員フェロー、東京大学産学官連携研究員などを経て、想いを持って政治の世界に。
大臣秘書官や議員秘書を経て自民党衆議院議員候補者公募に応募。自民党香川３区
支部長就任。２０１２年の第４６回総選挙にて初当選。現在当選３回。 
≪現在≫防衛大臣政務官。衆議院では安全保障委員会に所属。 
≪これまで≫財務金融・産業政策・科学技術イノベーション・知的財産・宇宙開発・航空
政策・農業・社会的事業など多くの政策立案に従事。議員連盟では、人口減少対策・農
村基盤整備議連ため池小委員会・和の住まい議連・保険議連、証券議連、サービサー
議連等の事務局を、また議員外交は、フランス・イスラエル・ヨルダン・エルサルバドル・
ドミニカ共和国・ベラルーシ議連などの事務局を務める。 

大野敬太郎 profile 大野敬太郎 ＷＥＢ 
http://keitaro-ohno.com/ 

                       

                          

                                                        

                                                        

今
年
前
半
の
通
常
国
会
は
、
去
年
に

引
き
続
き
森
友
・
加
計
で
終
始
し
た
。

経
済
財
政
、
社
会
保
障
、
こ
ど
も
子
育

て
、
働
き
方
、
生
産
性
向
上
、
地
方
創

生
、
人
口
減
少
対
策
。
為
す
べ
き
課
題

が
山
積
し
て
い
る
中
で
審
議
が
偏
重
し

す
ぎ
て
い
る
。
国
会
の
審
議
の
在
り
方

を
見
直
す
べ
き
だ
。
一
方
で
、
ト
ラ
ン

プ
大
統
領
と
金
正
恩
に
よ
る
米
朝
首
脳

会
談
が
あ
っ
た
。
断
続
的
に
交
渉
は
続

い
て
い
る
が
、
先
行
き
は
不
透
明
だ
。

ま
た
中
国
は
極
め
て
重
要
な
隣
国
で
友

好
関
係
を
保
つ
べ
き
国
だ
が
、
習
近
平

国
家
主
席
が
標
榜
す
る
一
帯
一
路
構
想

や
強
軍
思
想
の
意
図
や
手
段
な
ど
が
、

既
存
の
国
際
秩
序
や
ル
ー
ル
に
合
致
し

な
い
部
分
が
見
ら
れ
、
国
際
社
会
か
ら

大
い
な
る
懸
念
が
示
さ
れ
て
い
る
。
外

交
力
を
強
化
す
る
べ
き
だ
。
大
野
支
部

長
に
そ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
聞
い
た
。 

 

■
聞
き
手
＝
激
動
の
時
期
で
す
ね
。 

大
野
支
部
長
＝
今
年
前
半
は
、
防
衛
大

綱
や
中
期
防
と
い
っ
た
次
期
戦
略
文
書

の
準
備
作
業
と
し
て
様
々
な
議
論
を
行

っ
て
い
た
中
で
、
北
朝
鮮
事
案
、
日
報

問
題
、
佐
賀
県
ヘ
リ
墜
落
事
故
、
そ
し

て
オ
ス
プ
レ
イ
や
イ
ー
ジ
ス
ア
シ
ョ
ア

な
ど
の
装
備
品
の
配
備
、
ま
た
西
日
本

豪
雨
災
害
で
の
対
応
な
ど
、
落
ち
着
く

余
裕
の
無
い
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

連
続
で
し
た
。
た
だ
、
い
つ
も
そ
う
で

す
が
、
地
元
の
漁
師
や
農
家
、
商
店
や

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
お
目
に
か
か
る
皆
さ

ん
の
笑
顔
を
思
い
出
す
と
、
自
然
と
元

気
に
な
る
ん
で
す
。
地
元
を
持
つ
と
い

う
意
味
を
噛
み
締
め
て
い
ま
す
。 

■
聞
き
手
＝
通
常
国
会
を
振
り
返
っ
て

今
何
を
感
じ
て
い
ま
す
か
？ 

大
野
＝
森
友
・
加
計
に
明
け
暮
れ
た

国
会
を
見
て
、
政
治
改
革
の
必
要
性
を

感
じ
な
い
議
員
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

与
党
は
政
策
を
進
め
よ
う
と
す
る
。
逆

に
野
党
は
全
力
で
反
対
し
よ
う
と
す
る
。

問
題
は
、
そ
の
や
り
方
、
で
す
。 

与
党
は
、
政
策
を
国
会
に
持
ち
込
む

前
に
党
内
で
散
々
議
論
す
る
。
賛
成
で

も
反
対
で
も
は
っ
き
り
意
見
を
言
え
る

土
壌
は
間
違
い
な
く
あ
る
。
そ
し
て
議

論
す
る
う
ち
に
政
策
は
丸
く
な
っ
た
り

尖
が
っ
た
り
し
な
が
ら
堅
い
も
の
に
な

り
、
最
終
的
に
党
の
案
と
し
て
決
ま
る
。

一
旦
決
ま
っ
た
ら
そ
れ
に
従
う
。
国
会

に
送
ら
れ
た
ら
文
句
は
言
わ
な
い
。
党

内
で
意
見
を
通
せ
な
か
っ
た
こ
と
が
力

量
不
足
だ
か
ら
で
す
。
た
だ
し
、
党
内

で
何
が
議
論
さ
れ
た
の
か
、
政
策
の
利

点
欠
点
を
含
め
て
、
も
っ
と
国
民
に
発

信
し
、
自
民
党
が
様
々
な
視
点
を
も
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
頂
く
努

力
が
必
要
で
す
。
ま
た
そ
も
そ
も
こ
の

党
内
議
論
の
や
り
方
に
改
善
の
余
地
は

な
い
の
か
も
検
討
す
べ
き
で
す
。 

一
方
で
野
党
は
全
力
で
政
策
を
阻
止

し
よ
う
と
す
る
。
政
策
の
中
身
で
は
な

く
、
廃
案
あ
り
き
で
日
程
を
引
き
延
ば

そ
う
と
す
る
。
だ
か
ら
、
ス
キ
ャ
ン
ダ

ル
な
ど
の
審
議
を
永
遠
に
要
求
し
、
応

じ
な
い
な
ら
政
策
審
議
に
は
応
じ
な
い
、

な
ど
と
脅
す
。
政
治
倫
理
の
追
求
は
分

離
す
べ
き
で
す
。 

ま
た
、
政
策
実
行
の
陣
頭
指
揮
に
あ

た
る
べ
き
総
理
や
閣
僚
が
国
会
に

縛
り
付
け
に
な
る
。
例
え
ば
あ
る

年
の
総
理
は
１
２
７
日
。
イ
ギ
リ

ス
は
３
６
日
、
フ
ラ
ン
ス
は
１
２

日
、
ド
イ
ツ
は
１
１
日
で
す
。
こ

の
ツ
ケ
は
大
き
い
。
国
会
で
の
政

府
の
説
明
は
重
要
で
す
が
、
例
え

ば
会
社
の
社
長
が
年
間
３
分
の
１

も
株
主
総
会
で
説
明
し
て
い
る
の

は
ど
う
み
て
も
異
常
で
す
。
恐
ら

く
株
主
は
、
会
社
に
戻
っ
て
仕
事

し
ろ
、
と
言
う
で
し
ょ
う
。
過
去

に
何
度
も
あ
っ
た
国
会
改
革
の
機

運
が
再
度
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

■
聞
き
手
＝
防
衛
省
日
報
問
題
で

は
苦
労
し
て
い
ま
し
た
ね
。 

大
野
＝
昨
年
も
防
衛
省
は
日
報

問
題
で
大
き
く
揺
れ
ま
し
た
が
、

今
年
は
財
務
省
の
公
文
書
管
理
の

問
題
が
世
間
で
大
き
く
取
り
沙
汰

さ
れ
て
い
る
中
で
し
た
。
大
臣
か

ら
徹
底
調
査
を
命
じ
ら
れ
ま
し
た

が
大
変
大
き
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で

し
た
。
公
文
書
管
理
は
民
主
主
義

を
支
え
る
重
要
な
制
度
で
す
の
で
、

隠
蔽
な
ら
大
問
題
、
し
か
し
隠
蔽

じ
ゃ
な
い
な
ら
自
衛
隊
に
と
っ
て

屈
辱
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
私

と
し
て
は
、
と
に
か
く
徹
底
調
査

し
て
等
身
大
の
自
衛
隊
を
国
民
の

皆
様
に
ご
報
告
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

結
果
的
に
隠
蔽
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
寸
分
の
疑
念
も
持
た
れ
な
い
よ

う
努
力
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
民
の
理
解
あ
っ
て
の
組
織
で
す
か
ら
。 

■
聞
き
手
＝
米
朝
会
談
を
ど
の
よ
う
に

見
て
い
ま
す
か
？ 

大
野
＝
米
朝
会
談
は
好
意
的
に
見
て

い
ま
す
。
軍
事
が
前
面
に
出
て
く
る
流

れ
は
正
常
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て

ア
メ
リ
カ
が
外
交
交
渉
を
し
て
い
る
わ

け
で
す
か
ら
、
日
本
の
外
交
当
局
は
全

力
で
そ
れ
を
支
え
る
べ
き
で
す
。
た
だ

し
、
防
衛
当
局
は
手
を
抜
く
べ
き
で
は

な
い
。
米
朝
会
談
で
は
、
完
全
非
核
化
、

体
制
保
証
、
当
面
制
裁
維
持
、
交
渉
中

の
軍
事
演
習
中
止
、
拉
致
問
題
の
提
起
、

金
正
恩
の
米
国
招
待
に
つ
い
て
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。
我
々
は
、
完
全
で
検
証

可
能
か
つ
不
可
逆
な
形
で
、
あ
ら
ゆ
る

タ
イ
プ
の
大
量
破
壊
兵
器
の
放
棄
、
し

か
も
口
約
束
だ
け
で
は
な
く
行
動
を
伴

っ
た
も
の
を
求
め
て
い
ま
す
が
、
現
在
、

履
行
の
兆
候
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
完

全
な
履
行
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
間
、

衆議院財務金融委員会にて安倍晋三総理、麻生太郎財務大臣に陪席し、所管事項について答弁する大野支部長 



F o r u m K － 自民党香川３区支部長 衆議院議員 大野敬太郎 

西讃地域は太宝会、中讃地域は大志会と
して、地域や日本のあるべき姿をご来場いた
だいた皆様と共に議論する会です。奮ってご
入会ご参加ください。 
・ 開催：年 2 回（基本 7 月と 11 月） 
・ 懇親会付きの勉強会 
・ 年会費 1 万円 
・ 現在 100 人前後が参加（会員数約 500） 
・ 事務所までご連絡いただければ入会申

込書をお届けします。 

時事問題や政治動向を大野独自の視点で
いち早く不定期で皆様にメールニュースとし
てお届けしております。入退会は自由で、も
ちろん無料です。ご関心のある方は是非お試
し下さい。 
お申し込みは、ご氏名（必須）、ご住所、会

社名、メールアドレス（必須）を添えて、「メー
ルニュース希望」と題して下記のアドレスまで
メールにてご一報ください。 

marugame@keitaro-ohno.com 

・ ポスター掲示や新聞配布等につき、地域
でお世話頂ける方を募集中です。 

・ ForumK の正規会員を下記の通り随時募
集中です（入会申込書有り）。 
➢ 法人特別会員 一口月１万円 
➢ 法人会員 一口年５万円 
➢ 個人会員 一口年１万円 

・ ご協力賜れば誠に幸甚です。宜しくお願
いします。詳しくはWEBか事務所にご一報
下さい。スタッフがご相談に上がります。 

事
態
が
ま
た
急
変
す
る
可
能
性
も
否
定

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
防
衛
当
局
は
交
渉

に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。 

■
聞
き
手
＝
災
害
対
応
も
あ
り
ま
し
た
。 

大
野
＝
自
ら
被
災
経
験
の
あ
る
小
野

寺
大
臣
の
指
示
を
間
近
で
見
て
い
て
学

び
の
連
続
で
し
た
。
視
点
が
現
場
に
根

差
し
て
い
て
指
示
が
矢
継
ぎ
早
で
具
体

的
か
つ
的
確
な
ん
で
す
。 

一
方
、
地
元
選
出
議
員
と
し
て
の
取

り
組
み
は
別
で
す
。
地
元
香
川
も
橋
脚

や
石
垣
・
道
路
や
堤
防
の
崩
落
が
あ
り

ま
し
た
。
被
災
直
後
に
関
係
各
所
に
働

き
か
け
を
行
い
、
着
実
な
履
行
方
法
を

詰
め
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
被
災
し
た
時
の
対
応
も
重
要

で
す
が
、
被
災
し
な
い
よ
う
に
何
を
す

る
か
も
重
要
で
す
。
香
川
で
も
、
も
う

少
し
降
雨
が
続
い
た
ら
大
被
害
と
な
っ

た
可
能
性
の
あ
る
場
所
は
あ
り
ま
す
。

老
朽
化
が
進
む
国
土
交
通
イ
ン
フ
ラ
。

現
状
の
予
算
推
移
で
は
全
く
足
り
な
い

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
合
理
的
か

つ
計
画
的
に
、
効
果
的
な
予
算
執
行
で
、

着
実
に
整
備
を
進
め
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
新
た
な
方
策
も
必
要
で
す
。 

佐賀県民の皆様へのご報告（RKB より） 

山口県民の皆様へのご報告（TYS より） 豪ターンブル首相と帰投中のヘリ上で 

地元インフラ案件で国交省と打ち合わせ 郷土丸亀の大先輩方と 

自民党本部に来た「うどん脳」君と 善通寺の大先輩にご指導頂く 

大野原・豊浜の仲間たちと 豊中の仲間たちと 

小野寺大臣と西日本豪雨災害の対策会議 

豪ターンブル首相・安倍総理と習志野演習場 小野寺大臣の記者会見 

安全保障委員会で答弁に挑む 

国際会議にて国際協調の為の意見交換を呼びかける大野支部長 

瀬戸内海の島を巡る（内側は伊吹島の網元の皆様と） 

加藤勝信厚生労働大臣と懇談 


